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・求める機能を主反応に品質不良を副反応に適用 

・主反応はできるだけ大きく、副反応はできるだけ小さく 

・機能窓ができるだけ広くなるようにする 

機能窓 
機能窓 



A   B    C 
波長 

強
度 

     

η１＝10ｌｏｇ 

             １ 
η２＝10ｌｏｇ 

     

η＝10ｌｏｇ ＋ 

望小特性： できるだけ小さくしたい 

ＳＮ比（η）には加法性があります 

信号 

ﾉｲｽﾞ ｙ１ ｙ２        ｙｎ 

ＳＴ＝ｙ１
２＋ｙ２

２＋‥‥＋ｙｎ
２ 

     ＳＴ
                   １ 

ＶＴ＝      η2＝１０ｌｏｇ  
    ｎ              ＶＴ 
 

機能窓 

Ｙ１    Y２   Y３ 

ＳＴ＝Y１
２＋Y２

２＋‥‥＋Yｎ
２ 

        １ 
          （Ｓm－Ｖｅ）             
        ｎｒ    
η1＝１０ｌｏｇ                       
            Ｖｅ 

ｙ𝒎   

ｙm=
𝒚𝟏+𝒚𝟐+⋯+𝒚𝒏

𝒏   

𝐒𝐦 = 𝐘𝟏 − 𝐲𝐦
𝟐 + 𝐘𝟐 − 𝐲𝐦

𝟐⋯ 𝐘𝐧 − 𝐲𝐦
𝟐 

η＝ η1+ η2 


